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第一部【企業情報】 

第１【企業の概況】 

１【主要な経営指標等の推移】 

 （注）１  当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してい

ない。 

２  売上高には消費税等を含まない。 

３  潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式がないため記載していない。 

回次 
第97期 

第２四半期連結 
累計期間 

第97期 
第２四半期連結 

会計期間 
第96期 

会計期間 
自平成20年４月１日 
至平成20年９月30日 

自平成20年７月１日 
至平成20年９月30日 

自平成19年４月１日 
至平成20年３月31日 

売上高（百万円） 103,941 53,344 216,180 

経常利益（百万円） 4,110 2,428 13,876 

四半期（当期）純利益（百万円） 2,325 1,280 8,207 

純資産額（百万円） － 76,809 77,718 

総資産額（百万円） － 194,142 195,971 

１株当たり純資産額（円） － 455.05 460.79 

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円） 
13.94 7.68 49.07 

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円） 
－ － － 

自己資本比率（％） － 39.1 39.2 

営業活動によるキャッシュ・フロ

ー（百万円） 
9,412 － 7,834 

投資活動によるキャッシュ・フロ

ー（百万円） 
△9,290 － △18,649 

財務活動によるキャッシュ・フロ

ー（百万円） 
1,622 － 3,376 

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円） 
－ 11,768 10,138 

従業員数（人） － 5,747 5,763 



２【事業の内容】 

 当第２四半期連結会計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更はない。ま

た、主要な関係会社に異動はない。 

  

３【関係会社の状況】 

 当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はない。  

  

４【従業員の状況】 

(1）連結会社の状況 

 （注）１ 従業員数は就業人員数（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社への出向者を

含む。）であり、臨時従業員数は［ ］内に当第２四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載している。

２ 臨時従業員には、パートタイマーを含み、派遣社員を除いている。 

(2）提出会社の状況 

 （注） 従業員数は就業人員である。 

平成20年９月30日現在

従業員数（人） 5,747 [661]  

平成20年９月30日現在

従業員数（人） 2,183   



第２【事業の状況】 

１【生産、受注及び販売の状況】 

(1）生産状況 

   当第２四半期連結会計期間における生産状況を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりである。 

 （注） 金額は販売価格であり、消費税等を含まない。 

(2）受注状況 

 ダイカスト事業の生産は、ダイカスト生産方式の特殊性により連続受注生産を主体としている。 

 連続受注生産による取引は、一般的には取引先より示された数ヶ月の内示をもとに生産を行い、短納期で受ける

確定注文により出荷するという形態をとっている。 

 一般的には内示を受注ととらえているが、取引先によりその確度に差があるため、画一的な受注高の金額表示は

困難である。 

 また、ダイカスト事業以外の事業の生産は、主に需要予測を考慮した見込生産を主体としている。 

 そのため、受注高の金額表示は行っていない。 

(3）販売状況 

   当第２四半期連結会計期間における販売状況を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりである。 

 （注） 金額には消費税等を含まない。 

事業の種類別セグメントの名称 生産高(百万円) 

ダイカスト 36,845 

印刷機器 3,946 

住建機器 3,762 

合計 44,554 

事業の種類別セグメントの名称 販売高(百万円) 

ダイカスト 36,576 

印刷機器 10,105 

住建機器 6,662 

合計 53,344 



２【経営上の重要な契約等】 

 当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はない。 

  

３【財政状態及び経営成績の分析】 

 文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものである。  

  

（１）業績の状況 

 当第２四半期連結会計期間のわが国経済は、原油や原材料価格の高騰・高止まり、設備投資・個人消費の減退

などにより景気の減速感が強まった。さらに、米国で発生した金融危機の影響を受けて急激に円高や株価下落が

進み、経営環境は一気に悪化した。また、金融危機は世界に波及し、米国の景気後退のみならず、欧州、アジア

などでも景気減速感が強まっている。 

 このような情勢のもとで、当社グループは積極的な販売活動を進めるとともに、ユーザーニーズをとらえた新

商品の開発、原価低減や経費削減、業務の効率化など、諸施策を実行した。 

 その結果、当第２四半期連結会計期間は、次のとおりとなった。  

 事業の種類別セグメントの状況は次のとおりである。 

 （ダイカスト事業） 

 売上高は365億76百万円、営業利益は12億36百万円、売上高営業利益率は3.4%となった。 

 国内自動車メーカー向けが堅調であったが、減価償却費の負担が増加した。 

 （印刷機器事業） 

 売上高は101億５百万円、営業利益は９億70百万円、売上高営業利益率は9.6%となった。 

 国内は回復したが、欧米向けを中心に輸出が不振であった。 

 （住建機器事業） 

 売上高は66億62百万円、営業利益は３億41百万円、売上高営業利益率は5.1%となった。 

 厳しい販売競争や建築市場の回復の遅れなどの影響があった。 

  

 所在地別セグメントの状況は次のとおりである。 

 （日本） 

 売上高は451億20百万円、営業利益は23億40百万円となった。 

 （米州） 

 売上高は59億78百万円、営業利益は１億２百万円となった。 

 （その他） 

 売上高は22億45百万円、営業利益は１億５百万円となった。 

（２）キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期連結会計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは、同期間における税金等調整前四半期純利

益の計上などにより、55億47百万円の収入となった。 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得などにより39億58百万円を支出した。 

 その結果、フリー・キャッシュ・フロー（営業活動によるキャッシュ・フロー＋投資活動によるキャッシュ・

フロー）は15億89百万円の収入となった。 

 財務活動によるキャッシュ・フローは、借入金の調達などにより、12億７百万円の収入となった。 

これらにより当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物の残高は、117億68百万円となった。  

  金額(百万円) 

売上高 

  53,344 

国内 37,081 

海外 16,262 

営業利益   2,548 

経常利益   2,428 

四半期純利益   1,280 



（３）事業上及び財務上の対処すべき課題 

 当第２四半期連結会計期間において、当社グループの事業上および財務上の対処すべき課題に重要な変更及び

新たに生じた課題はない。 

  

（４）研究開発活動 

 当第２四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発費は、534百万円である。 

 なお、当第２四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変化はない。 

（５）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し 

 世界的な金融不安の拡大、為替の変動、自動車産業を始めとする米国経済の不振などにより、国内外とも一段

と景気の減速が続いている。 

 このためダイカスト事業は日米の自動車メーカー向け売上高の減少、印刷機器事業は欧米向けを中心にした輸

出の減少を見込んでいるが、さらに悪化することも懸念される。しかし、このように厳しい環境下にあっても、

当社グループは売上高の拡大、コストダウン等の生産性の向上、業務の効率化などに一層注力して業績向上をは

かっていく。 

  

（６）資本の財源及び資金の流動性についての分析 

 ①資産及び負債・純資産 

 当第２四半期連結会計期間末の総資産は、流動資産では商品及び製品や仕掛品が減少、固定資産では有形固定

資産の増加などにより、前期末に比べ18億29百万円減少し、1,941億42百万円となった。  

 負債は、設備関係債務の支払による流動負債のその他の減少などにより前期末に比べ９億19百万円減少し、

1,173億33百万円となった。受取手形割引高及びリース債務を除いた有利子負債残高は前期末に比べ24億95百万円

増加し、476億53百万円となった。 

 純資産は、当第２四半期連結累計期間における四半期純利益23億25百万円の計上による増加、配当金10億円の

支払いや在外子会社との会計処理の統一によるのれんの過去分調整による減少などにより前期末に比べ９億９百

万円減少し、768億９百万円となった。純資産から少数株主持分を差し引いた自己資本は758億87百万円となり、

自己資本比率は39.1%となった。 

 ②資金の流動性 

 当第２四半期連結会計期間における当社グループのフリー・キャッシュ・フローは、15億89百万円の収入とな

った。税金等調整前四半期純利益の計上などにより営業活動によるキャッシュ・フローが55億47百万円の収入で

あったが、有形固定資産の取得などにより投資活動によるキャッシュ・フローが39億58百万円の支出となったた

めである。 

 財務活動によるキャッシュ・フローは、設備資金の支出に備え借入金で調達している。 

 当社グループではキャッシュ・フローを重視した財務戦略を進めており、設備投資資金についても投資効率性

などを分析した上で、原則として営業活動から得た収入を充当していく方針である。 

  

（７）将来予測に関する留意事項 

 今後の方針・戦略などの将来予想に関する事項については、当四半期報告書提出日現在で入手可能な情報に基

づき作成したものであり、様々なリスクや不確定要素が内在している。実際の行為や業績は、経済情勢、事業環

境、需要動向及び為替変動などにより、記載している将来予測と大きく異なる可能性がある。 

  



第３【設備の状況】 
（１）主要な設備の状況 

 当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はない。 

  

（２）設備の新設、除却等の計画 

 ①重要な設備計画の変更 

 当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除却等に

ついて、重要な変更はない。また、当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、拡

充、改修、除却、売却等の計画はない。 

 ②重要な設備計画の完了 

 前四半期連結会計期間末において実施中又は計画中であった主な設備の新設・改修計画のうち、当第２四半期

連結会計期間中に完成したもの及びその完成年月は次のとおりである。  

  

  

会社名・事業所名 
(所在地) 

事業の種類別 
セグメントの

名称 
設備の内容 

当第２四半期連結会
計期間中に完成した

もの 
（百万円） 

完成年月 

当社 本社・広島工場 

(広島県府中市） 
ダイカスト 

ダイカスト製品

生産設備等 
164 平成20年７月～平成20年９月 

当社 広島東工場 

(広島県府中市) 
ダイカスト 

ダイカスト製品

生産設備等 
11 平成20年７月～平成20年９月 

当社 静岡工場 

(静岡市清水区) 
ダイカスト 

ダイカスト製品

生産設備等 
213 平成20年７月～平成20年９月 

リョービミラサカ㈱ 

(広島県三次市) 
ダイカスト 

ダイカスト製品

生産設備等 
89 平成20年７月～平成20年９月 

㈱東京軽合金製作所 

(埼玉県行田市) 
ダイカスト 

ダイカスト製品

生産設備等 
90 平成20年７月～平成20年９月 

リョービダイキャスティン

グ(USA),INC. 

(アメリカ・インディアナ・

シェルビービル) 

ダイカスト 
ダイカスト製品

生産設備等 
1,644 平成20年４月～平成20年６月 

アールディシーエム, S.de 

R.L. de C.V. 

(メキシコ・グアナフアト・

イラプアト) 

ダイカスト 
ダイカスト製品

生産設備等 
479 平成20年４月～平成20年６月 

利優比圧鋳（大連）有限公

司 

(中国・遼寧・大連) 

ダイカスト 

ダイカスト用金

型及びダイカス

ト製品生産設備

等 

154 平成20年４月～平成20年６月 



第４【提出会社の状況】 

１【株式等の状況】 

（１）【株式の総数等】 

①【株式の総数】 

②【発行済株式】 

（２）【新株予約権等の状況】 

 該当事項なし。 

（３）【ライツプランの内容】 

該当事項なし。 

  

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】 

種類 発行可能株式総数(株) 

普通株式 500,000,000 

計 500,000,000 

種類 
第２四半期会計期間
末現在発行数(株) 
(平成20年９月30日) 

提出日現在 
発行数(株) 

(平成20年11月12日) 

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名 

内容 

普通株式 171,230,715 171,230,715 
東京証券取引所 

(市場第１部) 
― 

計 171,230,715 171,230,715 ― ― 

年月日 
発行済株式 
総数増減数 

(株) 

発行済株式 
総数残高 

(株) 

資本金増減額 
  

(百万円) 

資本金残高 
  

(百万円) 

資本準備金 
増減額 
(百万円) 

資本準備金 
残高 

(百万円) 

平成20年７月１日～ 

平成20年９月30日 
－ 171,230,715 － 18,472 － 11,617 



（５）【大株主の状況】 

 （注）１ 上記のほか、当社が保有している自己株式4,464千株がある。 

２ 菱工会持株会は、当社と取引のある会社の持株会である。 

３ 財団法人浦上奨学会は、昭和45年３月16日、社会有用の人材育成を目的として、広島県東部に居住する学徒

に対する奨学援護を行うために設立された。理事長は、当社代表取締役会長浦上 浩である。 

４ 住友信託銀行株式会社から平成20年４月22日付の大量保有報告書（変更報告書）の写しの送付があり、平成

20年４月15日現在で以下のとおり株式を保有している旨の報告を受けているが、当社として当第２四半期会

計期間末の実質所有株式数の確認ができないため、上記大株主の状況には含めていない。 

   ５ ピクテ・アセット・マネジメント・リミテッド及びその共同保有者であるピクテ投信投資顧問株式会社から

平成20年１月18日付の大量保有報告書（変更報告書）の写しの送付があり、平成20年１月15日現在でそれぞ

れ以下のとおり株式を保有している旨の報告を受けているが、当社として当第２四半期会計期間末の実質所

有株式数の確認ができないため、上記大株主の状況には含めていない。 

平成20年９月30日現在

氏名又は名称 住所 
所有株式数 

(千株) 

発行済株式総数に
対する所有株式数

の割合(％) 

日本トラスティ・サービス信

託銀行株式会社信託口 
東京都中央区晴海１丁目８番11号 12,003 7.00 

明治安田生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内２丁目１番１号 9,300 5.43 

第一生命保険相互会社 東京都千代田区有楽町１丁目13番１号 8,067 4.71 

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内１丁目６番６号 7,823 4.56 

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７番１号 6,523 3.80 

菱工会持株会 広島県府中市目崎町762番地 5,541 3.23 

財団法人浦上奨学会 広島県府中市目崎町762番地 5,380 3.14 

日本マスタートラスト信託銀

行株式会社信託口 
東京都港区浜松町２丁目11番３号 5,099 2.97 

サジヤツプ 

  

（常任代理人 株式会社三菱

東京ＵＦＪ銀行）  

P.O. BOX 2992 RIYADH 11169 KINGDOM  

OF SAUDI ARABIA 

 （東京都千代田区丸の内２丁目７番１

号） 

4,174 2.43 

日本トラスティ・サービス信

託銀行株式会社信託口４Ｇ 
東京都中央区晴海１丁目８番11号 4,084 2.38 

計 － 67,996 39.65 

氏名又は名称 住所 
保有株式数 
（千株） 

発行済株式総数に
対する所有株式数

の割合(％) 

住友信託銀行株式会社 大阪市中央区北浜四丁目５番33号 10,173 5.94 

氏名又は名称 住所 
保有株式数 
（千株） 

発行済株式総数に
対する所有株式数

の割合(％) 

ピクテ・アセット・マネジメ

ント・リミテッド 

Moorhouse,Level 11 120 London Wall  

London EC2Y 5ET,Great Britain 
7,221 4.22 

ピクテ投信投資顧問株式会社 東京都千代田区丸の内２丁目２番１号 56 0.03 



   ６ ベイリー・ギフォード・アンド・カンパニー及びその共同保有者であるベイリー・ギフォード・オーバーシ

ーズ・リミテッドから、平成20年３月24日付の大量保有報告書の写しの送付があり、平成20年３月14日現在

でそれぞれ以下のとおり株式を保有している旨の報告を受けているが、当社として当第２四半期会計期間末

の実質所有株式数の確認ができないため、上記大株主の状況には含めていない。 

氏名又は名称 住所 
保有株式数 
（千株） 

発行済株式総数に
対する所有株式数

の割合(％) 

ベイリー・ギフォード・アン

ド・カンパニー 

カルトン・スクエア、１グリーンサイ

ド・ロウ、エジンバラ EH1 3AN スコ

ットランド 

3,852 2.25 

ベイリー・ギフォード・オー

バーシーズ・リミテッド 

カルトン・スクエア、１グリーンサイ

ド・ロウ、エジンバラ EH1 3AN ス

コットランド 

4,810 2.81 



（６）【議決権の状況】 

①【発行済株式】 

 （注） 「完全議決権株式（その他）」の中には、証券保管振替機構名義の株式1,000株（議決権１個）を含めて記載

している。 

②【自己株式等】 

２【株価の推移】 

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】 

 （注） 株価は東京証券取引所市場第１部における市場相場である。 

３【役員の状況】 

 前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はない。 

  

平成20年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容 

無議決権株式 ― ― ― 

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ― 

議決権制限株式(その他) ― ― ― 

完全議決権株式(自己株式等) 
普通株式 

4,464,000 
― ― 

完全議決権株式(その他) 
普通株式 

166,446,000 
166,446 ― 

単元未満株式 
普通株式 

320,715 
― 一単元(1,000株)未満の株式 

発行済株式総数 171,230,715 ― ― 

総株主の議決権 ― 166,446 ― 

平成20年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所 
自己名義 

所有株式数 
(株) 

他人名義 
所有株式数 

(株) 

所有株式数 
の合計 
(株) 

発行済株式総数に
対する所有株式数 

の割合(％) 

リョービ株式会社 
広島県府中市目崎町

762番地 
4,464,000 － 4,464,000 2.60 

計 ― 4,464,000 － 4,464,000 2.60 

月別 
平成20年 

４月 
５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

最高(円) 401 415 434 391 363 363 

最低(円) 343 355 377 343 319 263 



第５【経理の状況】 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成している。 

 なお、第１四半期連結会計期間（平成20年４月１日から平成20年６月30日まで）から、「財務諸表等の用語、様式

及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日内閣府令第50号）附則第７条第１項第

５号ただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成している。 

２．監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から

平成20年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、監査法人トーマツによる四半期レビューを受けている。 



１【四半期連結財務諸表】 
（１）【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末 
(平成20年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 10,837 8,925 

受取手形及び売掛金 41,687 43,292 

有価証券 3,014 3,514 

商品及び製品 16,099 19,991 

仕掛品 10,518 14,312 

原材料及び貯蔵品 9,183 7,552 

その他 4,501 4,644 

貸倒引当金 △39 △61 

流動資産合計 95,803 102,171 

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 19,968 20,791 

機械装置及び運搬具（純額） 27,282 29,411 

土地 21,670 21,699 

建設仮勘定 7,671 2,621 

その他（純額） 7,040 2,639 

有形固定資産合計 ※1  83,634 ※1  77,163 

無形固定資産   

のれん 118 946 

その他 1,277 1,308 

無形固定資産合計 1,395 2,254 

投資その他の資産   

投資有価証券 9,709 10,649 

その他 3,660 3,776 

貸倒引当金 △60 △43 

投資その他の資産合計 13,309 14,382 

固定資産合計 98,339 93,800 

資産合計 194,142 195,971 



（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末 
(平成20年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 42,626 43,570 

短期借入金 23,404 21,490 

1年内返済予定の長期借入金 5,306 6,002 

未払法人税等 1,575 2,049 

賞与引当金 2,102 2,192 

その他 11,061 13,760 

流動負債合計 86,076 89,066 

固定負債   

長期借入金 18,942 17,663 

退職給付引当金 6,514 6,320 

その他 ※2  5,799 ※2  5,202 

固定負債合計 31,256 29,186 

負債合計 117,333 118,252 

純資産の部   

株主資本   

資本金 18,472 18,472 

資本剰余金 23,750 23,750 

利益剰余金 39,773 39,234 

自己株式 △1,426 △1,425 

株主資本合計 80,569 80,031 

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 2,477 3,094 

繰延ヘッジ損益 △26 △40 

土地再評価差額金 626 626 

為替換算調整勘定 △7,759 △6,867 

評価・換算差額等合計 △4,682 △3,187 

少数株主持分 922 874 

純資産合計 76,809 77,718 

負債純資産合計 194,142 195,971 



（２）【四半期連結損益計算書】 
【第２四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 

 至 平成20年９月30日) 

売上高 103,941 

売上原価 87,589 

売上総利益 16,351 

販売費及び一般管理費 ※1  12,271 

営業利益 4,080 

営業外収益  

受取利息 32 

受取配当金 103 

受取賃貸料 312 

為替差益 78 

作業屑売却益 84 

その他 388 

営業外収益合計 1,000 

営業外費用  

支払利息 545 

売上割引 85 

減価償却費 218 

その他 121 

営業外費用合計 970 

経常利益 4,110 

特別利益  

固定資産処分益 37 

ゴルフ会員権売却益 1 

貸倒引当金戻入額 4 

特別利益合計 43 

特別損失  

固定資産処分損 116 

リース会計基準適用に伴う影響額 106 

特別損失合計 222 

税金等調整前四半期純利益 3,931 

法人税等 1,552 

少数株主利益 53 

四半期純利益 2,325 



【第２四半期連結会計期間】 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間 
(自 平成20年７月１日 
 至 平成20年９月30日) 

売上高 53,344 

売上原価 44,720 

売上総利益 8,623 

販売費及び一般管理費 ※1  6,075 

営業利益 2,548 

営業外収益  

受取利息 20 

受取配当金 5 

受取賃貸料 150 

作業屑売却益 43 

その他 227 

営業外収益合計 446 

営業外費用  

支払利息 263 

売上割引 44 

為替差損 89 

減価償却費 110 

その他 58 

営業外費用合計 566 

経常利益 2,428 

特別利益  

固定資産処分益 37 

貸倒引当金戻入額 7 

特別利益合計 44 

特別損失  

固定資産処分損 87 

特別損失合計 87 

税金等調整前四半期純利益 2,385 

法人税等 1,039 

少数株主利益 65 

四半期純利益 1,280 



（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 3,931 

減価償却費 7,189 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △4 

賞与引当金の増減額（△は減少） △89 

退職給付引当金の増減額（△は減少） 193 

受取利息及び受取配当金 △136 

支払利息 545 

固定資産処分損益（△は益） 79 

売上債権の増減額（△は増加） 1,363 

たな卸資産の増減額（△は増加） △156 

その他の流動資産の増減額（△は増加） 79 

仕入債務の増減額（△は減少） △653 

その他の流動負債の増減額（△は減少） △593 

その他 59 

小計 11,806 

利息及び配当金の受取額 139 

利息の支払額 △534 

法人税等の支払額 △1,998 

営業活動によるキャッシュ・フロー 9,412 

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △9,407 

有形固定資産の売却による収入 61 

有価証券の取得による支出 △690 

有価証券の売却による収入 690 

投資有価証券の取得による支出 △66 

定期預金の預入による支出 △559 

定期預金の払戻による収入 777 

その他 △95 

投資活動によるキャッシュ・フロー △9,290 

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） 2,132 

長期借入れによる収入 4,293 

長期借入金の返済による支出 △3,572 

自己株式の取得による支出 △1 

自己株式の売却による収入 0 

配当金の支払額 △1,000 

少数株主への配当金の支払額 △0 

その他 △228 

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,622 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △115 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,630 

現金及び現金同等物の期首残高 10,138 

現金及び現金同等物の四半期末残高 11,768 



【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】 

  
当第２四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 

至 平成20年９月30日） 

１．連結の範囲に関する事項

の変更 

（１）連結の範囲の変更 

 前連結会計年度において連結子会社であったリョービファイナンスCORP.は、第１四

半期連結会計期間中にリョービホールディングス(USA),INC.に吸収合併されたため、連

結の範囲から除外している。 

（２）変更後の連結子会社の数 

 16社 

２．会計処理基準に関する事

項の変更 

（１）重要な資産の評価基準及び評価方法の変更 

たな卸資産 

 通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、主として総平均法による原

価法によっていたが、第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基

準」（企業会計基準第９号 平成18年７月５日）が適用されたことに伴い、主として総

平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方

法）により算定している。 

 これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半

期純利益は128百万円それぞれ減少している。 

 なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載している。 

（２）「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適

用 

 第１四半期連結会計期間より、「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に

関する当面の取扱い」（実務対応報告第18号 平成18年５月17日）を適用し、連結決算

上必要な修正を行っている。 

 これにより、四半期連結貸借対照表については、利益剰余金が785百万円減少した

が、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益へ

の影響は軽微である。 

（３）リース取引に関する会計基準の適用 

 所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に

準じた会計処理によっていたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13

号（平成５年６月17日（企業会計審議会第一部会）、平成19年３月30日改正））及び

「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第16号（平成６年

１月18日（日本公認会計士協会 会計制度委員会）、平成19年３月30日改正））が平成

20年４月１日以後開始する連結会計年度に係る四半期連結財務諸表から適用することが

できることになったことに伴い、第１四半期連結会計期間からこれらの会計基準等を適

用し、通常の売買取引に係る会計処理によっている。また、所有権移転外ファイナン

ス・リース取引に係るリース資産の減価償却の方法については、リース期間を耐用年数

とし、残存価額を零とする定額法を採用している。 

 これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益は34百万円、経常利益は12百万円

増加し、税金等調整前四半期純利益は93百万円減少している。 

 なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載している。 

（４）金型の計上区分の変更 

 第１四半期連結会計期間より連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理の統一

を適用するに際し、金型に関する当社及び連結子会社の計上区分の見直しを行なった結

果、一部の金型について、たな卸資産から固定資産へ計上区分を変更している。 

 これによる、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半

期純利益への影響はない。なお、四半期連結貸借対照表において、期首に商品及び製品

が2,962百万円減少、有形固定資産のその他が同額増加し、仕掛品が3,055百万円減少、

建設仮勘定が同額増加している。 

 



【簡便な会計処理】 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】 

  
当第２四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 

至 平成20年９月30日） 

３．追加情報  当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正を契機として資産の利用状況等を見直し

た結果、機械装置及び運搬具について、従来、耐用年数を４～13年としていたが、第１

四半期連結会計期間より４～12年に変更している。 

 これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益は435百万円、経常利益、税金等

調整前四半期純利益はそれぞれ482百万円減少している。 

 なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載している。 

  
当第２四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 

至 平成20年９月30日） 

１．一般債権の貸倒見積高の

算定方法 

 貸倒実績率が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないため、前連結会計

年度末において算定した貸倒実績率を使用して一般債権の貸倒見積高を算定している。 

２．棚卸資産の評価方法  当第２四半期連結会計期間末における棚卸高の算出に関して、実地棚卸を省略し前連

結会計年度末に係る実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定している。 

３．固定資産の減価償却費の

算定方法 

 減価償却の方法として定率法を採用している固定資産については、連結会計年度に係

る減価償却費の額を期間按分している。 

  
当第２四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 

至 平成20年９月30日） 

１．税金費用の計算  税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純

利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当

該見積実効税率を乗じて計算している。 

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示している。  



【注記事項】 

（四半期連結貸借対照表関係） 

（四半期連結損益計算書関係） 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係） 

当第２四半期連結会計期間末 
（平成20年９月30日） 

前連結会計年度末 
（平成20年３月31日） 

※１ 有形固定資産の減価償却累計額  122,871百万円 ※１ 有形固定資産の減価償却累計額 99,793百万円

※２ 負ののれん 

   負ののれん46百万円は、固定負債の「その他」に 

   含めて表示している。 

※２ 負ののれん 

   負ののれん55百万円は、固定負債の「その他」に 

   含めて表示している。 

 ３ 偶発債務 

得意先のリース契約及び外注協力会社の銀行借入

等に対する保証額 

 ３ 偶発債務 

得意先のリース契約及び外注協力会社の銀行借入

等に対する保証額 

得意先      1,428百万円

外注協力会社１社 121  

その他 7 

計 1,557 

得意先   1,717百万円

外注協力会社１社 130 

その他 5 

計 1,854 

当第２四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 

至 平成20年９月30日） 

※１ 販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額 

従業員給料・諸手当      3,129百万円

荷造運搬費 2,504 

賞与引当金繰入額 624 

退職給付費用 339 

当第２四半期連結会計期間 
（自 平成20年７月１日 

至 平成20年９月30日） 

※１ 販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額 

従業員給料・諸手当      1,495百万円

荷造運搬費 1,271 

賞与引当金繰入額 380 

退職給付費用 166 

当第２四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 

至 平成20年９月30日） 

現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係 

(平成20年９月30日) 

現金及び預金勘定   10,837百万円

有価証券勘定 3,014 

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △1,393 

預入期間が３ヶ月を超える譲渡性預金 △690 

計 11,768 



（株主資本等関係） 

当第２四半期連結会計期間末（平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至

平成20年９月30日） 

１．発行済株式の種類及び総数 

 普通株式         171,230千株 

２．自己株式の種類及び株式数 

 普通株式          4,464千株 

３．新株予約権等に関する事項 

 該当事項なし。 

４．配当に関する事項 

（1）配当金支払額 

（2）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間末後となるもの 

  

  

（決議） 
株式の種類 

配当金の総額 
（百万円） 

１株当たり配
当額（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成20年６月25日 

定時株主総会 
普通株式 1,000 6 平成20年３月31日 平成20年６月26日 利益剰余金 

（決議） 
株式の種類 

配当金の総額 
（百万円） 

１株当たり配
当額（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成20年10月31日 

取締役会 
普通株式 1,000 6 平成20年９月30日 平成20年12月１日 利益剰余金 



（セグメント情報） 

【事業の種類別セグメント情報】 

当第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日 至平成20年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年９月30日） 

（注）１ 事業区分は、内部管理上採用している区分によっている。 

２ 各事業区分の主要な製品 

ダイカスト……………ダイカスト製品、アルミニウム鋳物 

印刷機器………………オフセット印刷機、印刷周辺機器等 

住建機器………………電動工具、園芸用機器、ドアクローザ、ヒンジ、建築金物等 

３ 会計方針の変更 

（棚卸資産の評価に関する会計基準） 

 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」２.（１）に記載のとおり、第１四

半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月５日）を

適用している。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて当第２四半期連結累計期間の営業利益

は、ダイカスト事業が92百万円、印刷機器事業が15百万円、住建機器事業が19百万円減少している。 

（リース取引に関する会計基準） 

 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」２.（３）に記載のとおり、「リー

ス取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号（平成５年６月17日（企業会計審議会第一部会）、平成19

年３月30日改正））及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第16号（平成

６年１月18日（日本公認会計士協会 会計制度委員会）、平成19年３月30日改正））が平成20年４月１日以

後開始する連結会計年度に係る四半期連結財務諸表から適用することができることになったことに伴い、第

１四半期連結会計期間から適用している。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて当第２四半期

連結累計期間の営業利益は、ダイカスト事業が25百万円、印刷機器事業が６百万円、住建機器事業が１百万

円増加している。 

  
ダイカスト 
(百万円) 

印刷機器 
(百万円) 

住建機器 
(百万円) 

計 
(百万円) 

消去 
又は全社 
(百万円) 

連結 
(百万円) 

売上高             

(1）外部顧客に 

対する売上高 
36,576 10,105 6,662 53,344 － 53,344 

(2）セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
50 － 0 50 (50) － 

計 36,626 10,105 6,663 53,395 (50) 53,344 

営業利益 1,236 970 341 2,548 0 2,548 

  
ダイカスト 
(百万円) 

印刷機器 
(百万円) 

住建機器 
(百万円) 

計 
(百万円) 

消去 
又は全社 
(百万円) 

連結 
(百万円) 

売上高             

(1）外部顧客に 

対する売上高 
72,718 17,984 13,238 103,941 － 103,941 

(2）セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
84 － 0 84 (84) － 

計 72,802 17,984 13,238 104,025 (84) 103,941 

営業利益 2,476 1,035 568 4,079 0 4,080 



４ 追加情報 

 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」３.に記載のとおり、当社及び国内

連結子会社は、法人税法の改正を契機として資産の利用状況等を見直した結果、機械装置及び運搬具につ

いて、従来、耐用年数を４～13年としていたが、第１四半期連結会計期間より４～12年に変更している。 

 これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益は、ダイカスト事業が450百万円、住建機器事業が１

百万円減少したが、印刷機器事業は16百万円増加している。 



【所在地別セグメント情報】 

当第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日 至平成20年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年９月30日） 

 （注）１ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっている。 

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

(1）米州………………アメリカ、メキシコ 

(2）その他の地域……イギリス、中国 

  
日本 

(百万円) 
米州 

(百万円) 
その他の地域 

(百万円) 
計 

(百万円) 

消去 
又は全社 
(百万円) 

連結 
(百万円) 

売上高             

(1）外部顧客に 

対する売上高 
45,120 5,978 2,245 53,344 － 53,344 

(2）セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
1,363 － 1,873 3,237 (3,237) － 

計 46,484 5,978 4,119 56,582 (3,237) 53,344 

営業利益 2,340 102 105 2,549 △0 2,548 

  
日本 

(百万円) 
米州 

(百万円) 
その他の地域 

(百万円) 
計 

(百万円) 

消去 
又は全社 
(百万円) 

連結 
(百万円) 

売上高             

(1）外部顧客に 

対する売上高 
87,360 12,212 4,368 103,941 － 103,941 

(2）セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
1,707 － 3,607 5,315 (5,315) － 

計 89,068 12,212 7,975 109,256 (5,315) 103,941 

営業利益 3,624 402 130 4,157 △77 4,080 

３ 会計方針の変更 

（棚卸資産の評価に関する会計基準） 

 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」２.（１）に記載のとおり、第１四

半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月５日）を

適用している。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて当第２四半期連結累計期間の営業利益

は、日本が128百万円減少している。 

（リース取引に関する会計基準） 

 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」２.（３）に記載のとおり、「リー

ス取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号（平成５年６月17日（企業会計審議会第一部会）、平成19

年３月30日改正））及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第16号（平成

６年１月18日（日本公認会計士協会 会計制度委員会）、平成19年３月30日改正））が平成20年４月１日以

後開始する連結会計年度に係る四半期連結財務諸表から適用することができることになったことに伴い、第

１四半期連結会計期間から適用している。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて当第２四半期

連結累計期間の営業利益は、日本が34百万円増加している。 

４ 追加情報 

 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」３.に記載のとおり、当社及び国内

連結子会社は、法人税法の改正を契機として資産の利用状況等を見直した結果、機械装置及び運搬具につ

いて、従来、耐用年数を４～13年としていたが、第１四半期連結会計期間より４～12年に変更している。 

 これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益は、日本が435百万円減少している。 



【海外売上高】 

当第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日 至平成20年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年９月30日） 

 （注）１ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっている。 

２ 各区分に属する主な国又は地域 

(1）米州………………アメリカ、メキシコその他 

(2）欧州………………イギリス、ドイツその他 

(3）その他の地域……中国、オーストラリアその他 

３ 海外売上高は、四半期連結財務諸表提出会社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高の合計

額（但し、連結会社間の内部売上高を除く）である。 

  米州 欧州 その他の地域 計 

Ⅰ 海外売上高(百万円) 8,125 5,579 2,558 16,262 

Ⅱ 連結売上高(百万円)       53,344 

Ⅲ 連結売上高に占める 

海外売上高の割合(％) 
15.2 10.5 4.8 30.5 

  米州 欧州 その他の地域 計 

Ⅰ 海外売上高(百万円) 15,751 10,600 4,986 31,339 

Ⅱ 連結売上高(百万円)       103,941 

Ⅲ 連結売上高に占める 

海外売上高の割合(％) 
15.2 10.2 4.8 30.2 



（有価証券関係） 

 有価証券の当第２四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度末と比較して著しい変動がな

い。 

  

（デリバティブ取引関係） 

 デリバティブ取引の当第２四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度末と比較して著しい変動がな

い。 

  

（ストック・オプション等関係） 

該当事項なし。 

  

（１株当たり情報） 

１．１株当たり純資産額 

２．１株当たり四半期純利益金額等 

 （注） １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりである。 

（重要な後発事象） 

該当事項なし。 

  

（リース取引関係） 

該当事項なし。 

  

２【その他】 

 平成20年10月31日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議した。 

(イ）中間配当による配当金の総額……………………1,000百万円 

(ロ）１株当たりの金額…………………………………６円00銭 

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成20年12月１日 

 （注） 平成20年９月30日現在の株主名簿及び実質株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行う。 

当第２四半期連結会計期間末 
（平成20年９月30日） 

前連結会計年度末 
（平成20年３月31日） 

１株当たり純資産額    455円05銭 １株当たり純資産額 460円79銭

当第２四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 

至 平成20年９月30日） 

当第２四半期連結会計期間 
（自 平成20年７月１日 

至 平成20年９月30日） 

１株当たり四半期純利益金額  13円94銭 １株当たり四半期純利益金額 7円68銭

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載していない。 

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載していない。 

  
当第２四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 

至 平成20年９月30日） 

当第２四半期連結会計期間 
（自 平成20年７月１日 

至 平成20年９月30日） 

１株当たり四半期純利益金額     

四半期純利益（百万円） 2,325 1,280 

普通株主に帰属しない金額（百万円） － － 

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 2,325 1,280 

期中平均株式数（千株） 166,766 166,765 



第二部【提出会社の保証会社等の情報】 

 該当事項なし。 



  独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成20年11月６日

リョービ株式会社 

取締役会 御中 

監査法人トーマツ 

 
指定社員 
業務執行社員  

公認会計士 近藤 敏博  印 

 
指定社員 
業務執行社員  

公認会計士 原田 誠司  印 

 
指定社員 
業務執行社員  

公認会計士 内田 淳一  印 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているリョービ株式会

社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成

20年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半

期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。 

 当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析

的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。 

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、リョービ株式会社及び連結子会社の平成20年９月30日現在の財政状

態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。 

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

以 上 

 （注） １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半

期報告書提出会社）が別途保管しております。 

     ２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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